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日本OpenStackユーザ会
�国内でのOpenStackの普及活動・人材育成を目

的に2010年に発⾜
– 運営団体数 19社（学術機関、任意団体を含む）
– 会員数 982名（2013/10/1時点）

http://openstack.jp/ 4



日本OpenStackユーザ会
�主な活動

– メーリングリストでの情報交換
– イベント開催、勉強会、セミナーの開催（関東中心）
– オープンソースカンファレンス出展（関東、関⻄、東海）
– 翻訳活動– 翻訳活動
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日本OpenStackユーザ会
�イベントのご紹介

基調講演
(1)本家USコミュニティからの招待講演
(2)国内⼤規模ユーザ事例

スポンサーセッション
国内外の企業から最新技術・製品・事例紹介など多数

http://openstackdays.com/ 6



日本OpenStackユーザ会
�前回

http://openstackdays.com/files/report.pdf 7



OpenStack Summit 香港
�2013/11/5〜8

グローバルでの事例紹介
次期OpenStack開発の⽅向性の議論

http://www.openstack.org/summit/openstack-summit-hong-kong-2013/ 8



はじめにはじめに
【復習】クラウドとは
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利⽤者からみたクラウド
�一言で言うと・・・

– ITシステムを所有せず、従量課⾦で利⽤する⽅式です。
�クラウドの大まかな種別

業務ロジックアプリ実⾏環境IT実⾏リソース構成要素

http://www.qcontokyo.com/data_2013/MasanoriItoh_QConTokyo2013.pdf

業務アプリ
(会計、CRM等)OS,ミドルウェア等CPU,MEM

DISK,NW等

SaaS

PaaS

IaaS

業務ロジックアプリ実⾏環境IT実⾏リソース構成要素
種別による

カバー範囲の差
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本日の話題

業務ロジックアプリ実⾏環境IT実⾏リソース構成要素

「ITインフラ」と呼ばれる
領域

業務アプリ
(会計、CRM等)OS,ミドルウェア等CPU,MEM

DISK,NW等

SaaS

PaaS

IaaS

業務ロジックアプリ実⾏環境IT実⾏リソース構成要素
種別による

カバー範囲の差
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ITインフラの技術変遷
メインフレーム UNIX x86 ?

垂直統合

アプリ アプリ

Windows垂直統合
Solaris + SPARC
HP-UX+PA-RISC
AIX + POWER

Windows
Linux

x86
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クラウド時代のアーキテクチャ
メインフレーム UNIX x86 クラウド

垂直統合

アプリ アプリ

Windows

アプリ

Windows垂直統合
Solaris + SPARC
HP-UX+PA-RISC
AIX + POWER

Windows
Linux

x86

Windows
Linux

仮想マシン

IaaS
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IaaSが変えたもの
メインフレーム UNIX x86 クラウド

垂直統合

アプリ アプリ

Windows

アプリ

Windows垂直統合
Solaris + SPARC
HP-UX+PA-RISC
AIX + POWER

Windows
Linux

x86

Windows
Linux

仮想マシン

IaaS人によるオペレーション
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IaaSが生み出すメリット
Before After

サーバの構築は⼈が⾏う
ネットワーク接続は⼈が⾏う
増設や変更は⼈が⾏う
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規模が大きいと人手も増加 規模が大きくても変わらない
繰り返し作業でも、
N回分の工数が必要

何度でも同じ操作が
1回分の工数で可能

やりたい事がITインフラに制限される やりたい事に合わせて
ITインフラをプログラムで制御できる



典型的な活⽤例
�サービスの負荷状態に応じたオートスケール

通常状態通常状態

負荷のモニタリング
IaaS
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負荷の上昇負荷の上昇

負荷のモニタリング
増設の検討
機器の調達

設置・設定・テスト

IaaS

負荷のモニタリング
増設・縮小の自動判断

自動で増設・縮小



IaaSとは
�単なる仮想リソース貸しではなく、

プログラムから制御可能なITインフラ環境プログラムから制御可能なITインフラ環境
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IaaSを活用するには
�既にあるサービスを利⽤する

– 様々なパブリックサービスが既に存在します。
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類似するソフトウェア



OPENSTACKとはOPENSTACKとは
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概要
�OSSで開発されるCloudOS

27http://www.openstack.org/software/



ソフトウェアの特徴
オープンソースオープンソースオープンソースオープンソースのクラウド基盤ソフトウェア

Apache2ライセンス

世界各国から多数の

企業・開発者が参加

OpenSource

World Wide

28

企業・開発者が参加

仮想サーバ、ストレージ、仮想NWをはじめ、

様々な機能を搭載（一部PaaSの機能も）

物理環境を隠蔽し、標準化された標準化された標準化された標準化されたITインフラ

IaaS

Standardization

http://www.openstack.org/



プロジェクトの特徴
�多数のスポンサー企業による強固な運営基盤と、

Foundationによる中⽴維持
Platinum Members

�安定した開発・ユーザーコミュニティの支援体制
29http://www.openstack.org/foundation/companies/



実装面での特徴
�Pythonで実装
�豊富な機能

–仮想マシン、物理マシン
– ネットワーク（L2, L3, L7, セキュリティ）
– ブロックストレージ、オブジェクトストレージ– ブロックストレージ、オブジェクトストレージ
– イメージ管理、スナップショット管理
– マルチテナント 等々

�マイクロコントローラー構造
–機能単位でコンポーネントが分離し、独⽴動作

30



構造的な特徴

OpenStack API
Amazon互換API

ユーザやプログラムは、
OpenStackの利⽤⽅法だけを
知っていれば環境の操作が可能

31

OpenStack
(nova, neutron等)

KVM用
ドライバ

Xen用
ドライバ

商用製品用
ドライバ

KVMサーバ Xenサーバ VMwareサーバ
Hyper-Vサーバ



豊富な事例（⼀部抜粋）

利⽤業種
・Webサービス業
・SaaSプロバイダー
・eコマース
・学術
・研究開発機関

32http://www.openstack.org/user-stories/

・研究開発機関
・政府機関
・情報産業
・ヘルスケア
・クラウドプロバイダー
・MSP
・通信産業
・ゲーム
・映像
・メディア



継続的なアップデート

Folsom
Grizzly

Havana
Icehouse

09/27/'12

10/17/'13

04/04/'13

version description
Austin Nova/Swift 初期リリース
Bexar Glance実装。Nova/Swift連携可能に。
Cactus VMware, LXC対応等の機能強化
Diablo スケジューラー、レプリケーション等の機能追加
Essex Keystone/Horizon追加。
Folsom Neutron(当時はQuantum)/Cinder追加
Grizzly 対応HyperVisor, Storageの追加、機能強化
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AustinBexar
CactusDiablo

Essex
Folsom

10/21/'10

02/03/'11

04/15/'11

09/22/'11

04/05/'12

09/27/'12Grizzly 対応HyperVisor, Storageの追加、機能強化



機能イメージ

仮想ネットワーク制御Neutron

ハイパーバイザー制御

ベアメタル
Nova

仮想ルータ、仮想L2
仮想ロードバランサ

仮想サーバ作成・削除

物理サーバ

Horizon
(Dashboard) 各種API
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ベアメタル
プロビジョニング

イメージ
スナップショット管理Glance

ブロックストレージ制御Cinder

オブジェクト
ストレージSwift

統合認証Keystone

物理サーバ

仮想マシンのテンプレート
設定済みイメージのスナップショット

仮想ボリューム

ReST⼊出⼒ファイルストア
レプリケーション、遠隔地分散



操作イメージ
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操作イメージ
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操作イメージ
#!/usr/bin/env python

from novaclient.v1_1 import client

nt = client.Client("demo",

"openstack",

"demo",

37

"demo",

"http://11.22.33.44:5000/v2.0",

service_type="compute")

ns = nt.servers.create(name = "testvm001",

image = im[0],

flavor = fv[0],

nic = nw[1])



利⽤状況利⽤状況
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3つのフェーズ

– Phase1
• Amazonライクなサービスを始めたいクラウド事業者が利⽤を開

始。または研究・開発用の環境。

IaaS基盤 インフラ標準化 標準プラットフォーム
Phase1 Phase2 Phase3

始。または研究・開発用の環境。
– Phase2

• OpenStackを標準化のツールとして活用し、自社のサービスや
ITシステムの動作環境として利⽤。

– Phase3
• 標準化が進⾏し、専⽤ソフトウェア(IaaS上でネイティブに動作す

る)が登場することで、プラットフォームとして定着。
39



現在の状態

– 現在はPhase1の「IaaS基盤」の構築が最も活発

IaaS基盤 インフラ標準化 標準プラットフォーム
Phase1 Phase2 Phase3

– 一部の先進ユーザが自社環境の標準化のためにPhase2
への取り組みを⾏っている。

– Phase3はまだ研究開発の段階

40



はじめ方はじめ方
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よくある誤解
�OpenStackは難しい！

– かつてはそうでしたが、今は簡単
• かつて

– インストールそのものが既に難解
– ドキュメントが間違っている（全く無い
– 動きが説明と違う– 動きが説明と違う

– メジャーLinuxディストリビューションには標準搭載

– KVMやVirtualBox上の仮想マシンでも動作可能
• ただし動作検証や開発での利⽤になります。

42



豊富な構築支援ツール

43http://www.slideshare.net/guchi_hiro/open-centeropenstack



OpenCenterを使った構築例

44http://www.slideshare.net/guchi_hiro/open-centeropenstack



OpenStackへの入門はもう簡単！

かつてのOpenStack 現在のOpenStack

45

自主規制



有益な情報源
�OpenStack Operations Guide

• http://docs.openstack.org/ops/

– 設計・構築・運用に係わるノウハウ集
– トラブル事例もあり
– 翻訳版もあります(*1)

�ユーザ会ドキュメント
– これまでの勉強会資料等(日本語)

• http://openstack.jp/documents.html

46(*1) http://openstack-ja.github.io/openstack-manuals/openstack-ops/content/



実践においての考慮点
�設計

– やりたいことと、OpenStack がカバーする範囲のマッチング
• そもそもOpenStackの採用が最適なのか？
• 利⽤する場合、⾜りない部分をどう開発 or カバーするか？

�構築�構築
–利⽤⽤途が多彩で、組合せも無数に存在する。

• 安定・実績のある組合せを選択
�運用

– 進化が早いため、計画的なバージョンアップを検討

47



今後のアップデート今後のアップデート
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次期バージョンの概要
summary description
【Ceilometer】
OpenStack Metering/Monitoring

課⾦のためのリソース利⽤量を集計。
閾値によるアクション設定が可能。

【Heat】
OpenStack Orchestration

オーケストレーション基盤を提供。
レシピに基づいたプロビジョニング、コンフィグレーション。

■新コンポーネントの追加

■既存コンポーネントの強化（一部抜粋）■既存コンポーネントの強化（一部抜粋）
� スケーラビリティ

� 大規模分散を実現する Cell 機能の強化
• 全コンポーネント対応（GrizzlyではNovaのみ対応）
• Cellスケジューラーの強化

� マルチサイトレプリケーションへの対応
� ネットワーク強化（VPNaaS、FWaaS等の追加、Pluginの充実）
� 性能向上・改善（マルチスケジューラー、ネットワークエンタイトルメント）

IaaS基盤ソフトウェアとして、さらに強固で利便性の⾼い環境を実現
49Havana-2 開発マイルストーンリリース後の情報に基づいています。



まとめまとめ
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まとめ
�OpenStack は IaaS を実現するOSS

– 広範囲のリソースを抽象化
– 今はIaaS基盤や標準化ツールとしての使い⽅が主流
–数年後にはアプリケーションの実⾏環境にも

�実践するには考慮点も多いので注意
– 始めるのは簡単、まずは体験してみよう！

�openstack.jp に有益な情報アリ
51


